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台
D

「
新
国
立
競
競
技
場
の
あ
る
神
宮
外

濠
E

技
場
」
の
建
設
苑
は
日
本
の
風
致
地
区
第

滞
］
に
各
界
か
ら
異1
号
。
高
さ
や
、
容
積
率

理
一
経
①
論
が
出
て
い
な
ど
に
厳
し
い
基
準
が
設

軍
一
る
。

菌
際
コ
ン
ペ
で
採
用
ゆ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

置
一
さ
れ
た
案
に
対
し
て
、
建
高
さ
m
Mの
巨
大
建
物
の

E
一
築
界
の
大
御
所
な
ど
は
出
現
は
、
環
境
破
様
だ
。

二
一
「
巨
大
す
ぎ
る
」
「
美
観
ス
イ
ス
な
ど
で
は
い
つ

一
を
そ
こ
ね
る
」
と
し
て
、
た
ん
決
ま
っ
た
設
計
で
も

企

一
再
考
を
求
め
て
い
る
。
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
れ

版
一
当
初
の
案
は
高
速
道
路
ば
、
建
物
が
建
て
ら
れ
な

2
一
や
鉄
道
を
ま
た
い
だ
建
物
く
な
る
と
い
う
。
公
的
な

1

一
で
、
建
設
費
も3干
億
円
建
造
物
に
は
そ
れ
だ
け
住

一を
超
え
る
と
試
算
さ
i

民
の
意
向
が
尊
重
さ

沼
一
れ
た
。
さ
す
が
に
非揺

れ
る
の
だ
。

主
現
実
的
と
さ
れ
、

5

技

今
回
の
決
定
プ
ロ

重

一月
末
に
有
識
者
会
議曲
師
セ
ス
に
は
市
民
の

l
一で
修
正
案
が
承
認
さ立

声
、
疑
問
を
い
だ
く

日
一れ
た
。
だ
が
建
物
の
国

建
築
家
の
意
見
な
ど

2
一大
骨
量
え
ず
、
建

新

が
反
映
さ
れ
て
い
な

行
一般
質
を1
6
2
5

億

る

い
。
一
部
の
建
築
家

前
一円
に
抑
え
る
と
し
た
す

か
ら
は
現
在
の
建
物

部
一だ
け
で
、
投
げ
か
け
走

を
改
修
し
て
、
五
輪

峨
一
ら
れ
て
い
る
問
題
提
米
－

会
場
の
要
求
を
満
た

一
山
工
起
に
何
も
答
え
て
い

；

・
す
競
技
場
を
造
る
提

単
一な
い
。
工
事
費
の
算
出
萎
築
が
さ
れ
て

い
る
。

ー
リ一
準
も
あ
い
ま
い
で
、
ど
ん
建
設
資
材
や
人
件
費
な

K
一
ぶ
り
勘
定
で
は
な
い
か
。
ど
の
高
騰
を
う
け
、
舛
添

一
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
た
時
東
京
都
知
事
は
会
場
計
画

一
期
に
は
ま
だ
墓
尽
開
催
が
の
見
直
し
を
表
明

し
た
。

一決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
現
実
そ
の
さ
い
国
立
競
技
場
も

司
一
感
が
な
か
っ
た
が
、
い
よ
対
象
に

し
、
改
修
築
を
合

問
団一い
よ
「
あ
の
揚
所
に
あ
の
め
て
、
多
面
的
に
比
較
検

一
建
物
が
建
つ
の
か
」
と
な
討
す
べ
き
だ
。

一る
と
、
危
機
感
が
芽
生
後
世
の
人
々
に
「
平
成

一
ぇ
、
こ
の
ま
ま
見
過
ご
せ
の
愚
行
」
と
言
わ
れ
な
い

仔
一
な
い
と
考
え
る
人
が
多
く
よ
う
、
勇
気
あ
る
決
断
を

袋
一
な
る。

求
め
る
。
（
提
琴
）
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